
 

刑 事 訴 訟 法 に お け る 再 審 規 定 （ 再 審 法 ） の 改 正 を 求 め る  

意 見 書  

 

冤 罪 は 、 国 家 に よ る 最 大 の 人 権 侵 害 の 一 つ で あ る 。  

再 審 制 度 は 三 審 制 の 下 で 確 定 し た 有 罪 判 決 に つ い て 、一 定 の 重 大

な 瑕 疵 が あ っ た 場 合 に こ れ を 是 正 し 、有 罪 判 決 を 受 け た 者 を 救 済 す

る た め の 最 終 手 段 で あ る 。冤 罪 の 発 生 を 防 ぐ こ と は も と よ り 、不 幸

に し て 冤 罪 が 発 生 し た 場 合 に 、速 や か に 救 済 す る こ と は 国 の 基 本 的

責 務 で あ り 、 再 審 制 度 は 重 要 な 意 義 を 持 っ て い る 。  

こ の 再 審 手 続 に 関 す る 法 律（ 刑 事 訴 訟 法 第 四 編「 再 審 」）上 の 規 定

は 、昭 和 ２ ４ 年 に 刑 事 訴 訟 法 が 施 行 さ れ て 以 来 、 ７ ０ 年 以 上 に わ た

り 一 度 も 改 正 が な さ れ て お ら ず 、再 審 手 続 を ど の よ う に 行 う か は 裁

判 所 の 広 範 囲 な 裁 量 に 委 ね ら れ て い る 。  

こ の こ と に よ り 、審 理 の 適 正 さ が 制 度 的 に 担 保 さ れ ず 、公 平 性 も

損 な わ れ か ね な い 状 況 で あ る 。 ま た 、 過 去 の 冤 罪 事 件 で は 、 捜 査 機

関 の 手 元 に あ る 証 拠 が 再 審 段 階 で 明 ら か に な っ た よ う に 、現 行 法 で

は 証 拠 開 示 に つ い て 明 文 化 さ れ た 規 定 は な く 、裁 判 所 に よ っ て 証 拠

開 示 の 範 囲 に 差 が 生 じ て い る 。  

こ れ を 是 正 す る た め に は 、証 拠 開 示 の ル ー ル を 定 め た 法 律 の 制 定

が 不 可 欠 で あ る 。  

 さ ら に 、再 審 開 始 決 定 が な さ れ て も 、検 察 官 抗 告 に よ る 手 続 の 長

期 化 が 課 題 と し て 挙 げ ら れ る 。  

よ っ て 国 に お い て は 、こ れ ら の 課 題 を 踏 ま え て 必 要 な 検 討 を 進 め

た 上 で 、 刑 事 訴 訟 法 の 再 審 規 定 （ 再 審 法 ） を 速 や か に 改 正 す る こ と

を 強 く 求 め る 。  

 

以 上 、 地 方 自 治 法 第 ９ ９ 条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 す る 。  

 

令 和 ７ 年 １ ２ 月 １ ７ 日  

 

鴻  巣  市  議  会     

 

衆 議 院 議 長   殿  

参 議 院 議 長   殿  

内 閣 総 理 大 臣   殿  

法 務 大 臣    殿  


